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令
和
七
年
度 

施
政
方
針 

 

令
和
七
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
は
、
こ
れ
ま
で
「
明
る
く
豊
か
で
健
や
か
な
防
府
」
の
実
現
を
目
指
し
、
総
合
計
画
「
輝
き
！

ほ
う
ふ
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
市
議
会
の
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
や
県
と
も
連
携
を
図
り
、
ま
ち

づ
く
り
が
進
み
、
防
府
の
未
来
が
か
た
ち
と
な
っ
て
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。 

公
約
に
も
掲
げ
た
市
庁
舎
の
現
在
地
で
の
建
替
え
、
県
農
業
試
験
場
の
誘
致
は
実
現
し
、
そ
し
て
、

農
道
牟
礼
小
野
線
も
令
和
七
年
度
に
開
通
し
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
六
年
は
、
プ
リ
ズ
ム
ス
ト
リ
ー
ト
が
開
通
し
、
野
球
場
は
子
供
達
の
甲
子
園
と
し
て
、

競
輪
場
は
市
民
に
親
し
ま
れ
る
競
輪
場
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

防
府
駅
に
は
「
み
ず
か
ぜ
広
場
」
が
誕
生
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
瑞
風
の
立
寄
り
も
実
現
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
令
和
七
年
一
月
六
日
に
は
市
役
所
新
庁
舎
が
、
子
育
て
の
拠
点
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

と
と
も
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

ま
ち
づ
く
り
は
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
今
、
防
府
の
未
来
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
七
年
度
は
、
第
五
次
防
府
市
総
合
計
画
の
最
終
年
度
、
総
仕
上
げ
の
年
で
す
。 

物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い
環
境
下
に
あ
っ
て
も
、
総
合
計
画
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
強
い
決
意
を
も
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
令
和
七
年
度
予
算
は
、
将
来
の
負
担
も
考
え
な
が
ら
、
防
府
の
未
来
が
「
見
え
る
、

つ
な
が
る
、
広
が
る
」
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
予
算
と
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。 

特
に
防
府
の
将
来
を
見
据
え
、「
未
来
が
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
、「
市
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が

る
防
災
対
策
」
、
「
ま
ち
じ
ゅ
う
に
笑
顔
が
広
が
る
子
育
て
支
援
」
に
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

 



 

- 2 - 

ま
ず
、
「
未
来
が
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。 

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
道
路
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

国
・
県
・
市
の
連
携
の
下
、
令
和
七
年
度
に
は
、
国
道
二
号
の
富
海
区
間
の
四
車
線
化
が
実
現
し
、

農
道
牟
礼
小
野
線
も
開
通
し
ま
す
。 

令
和
六
年
に
、
新
規
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
国
道
二
号
の
台
道
・
鋳
銭
司
区
間
の
拡
幅
も
進
み

ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、「
防
府
・
未
来
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」
の
実
現
に
向
け
、
県
に
よ
る
防
府
環
状

線
の
整
備
と
と
も
に
、
防
府
北
基
地
東
道
路
や
華
城
小
学
校
周
辺
道
路
等
の
市
道
の
整
備
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
防
府
天
満
宮
表
参
道
の
再
生
に
も
、
防
府
駅
み
ず
か
ぜ
広
場
の
修
景
整
備
と
と
も
に
市
街

地
活
性
化
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。 

そ
し
て
、
野
島
に
つ
い
て
、
野
島
小
中
学
校
を
核
と
し
た
島
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 

防
府
の
明
る
い
未
来
が
見
え
る
よ
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

次
に
、
「
市
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
防
災
対
策
」
に
つ
い
て
で
す
。 

私
は
、
市
民
の
皆
様
の
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
と
考
え
、
防
災
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 こ

れ
ま
で
、
平
成
二
十
一
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
防
災
広
場
、
避
難
所
と
な
る
公
民
館
の
整

備
や
河
川
の
浚
渫
、
防
災
士
の
養
成
な
ど
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

令
和
七
年
度
に
は
、
牟
礼
公
民
館
や
消
防
署
東
出
張
所
、
公
会
堂
北
防
災
広
場
が
完
成
し
ま
す
。 

佐
波
川
右
岸
の
広
域
防
災
広
場
は
、
県
の
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
て
防
災
・
医
療
の

一
大
拠
点
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
今
後
三
十
年
以
内
の
発
生
確
率
が
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
能
登
半
島
地
震
等
を
踏
ま
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
想
定
し
た
避
難

対
策
、
避
難
所
環
境
の
改
善
を
急
ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 
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市
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
防
災
対
策
に
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

次
に
、
「
ま
ち
じ
ゅ
う
に
笑
顔
が
広
が
る
子
育
て
支
援
」
に
つ
い
て
で
す
。 

令
和
六
年
度
、
児
童
手
当
等
の
拡
充
と
と
も
に
、
第
二
子
以
降
の
三
歳
未
満
児
の
保
育
料
、
高
校

生
年
代
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化
し
ま
し
た
。 

令
和
七
年
度
も
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
は
、
エ
リ
ア
一
帯
が
子
育
て
拠
点
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。 

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
防
府
市
農
業
公
社
を
活
用
し
、
米
の
無
償
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

給
食
費
を
据
え
置
き
、
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

ま
た
、
全
小
学
校
へ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
整
備
す
る
な
ど
「
ほ
う
ふ
っ
子
」
の
遊
び
場
の
充

実
に
努
め
ま
す
。 

さ
ら
に
、
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
等
に
対
応
す
る
た
め
、
拡
充
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。 

な
お
、
中
学
校
で
の
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
円
滑
な
移
行
が
図
ら
れ
る

よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
、
防
府
中
に
広
が
る
よ
う
子
育
て
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

今
、
国
に
お
い
て
は
、
「
地
方
こ
そ
成
長
の
主
役
」
と
掲
げ
、
「
楽
し
い
日
本
」
を
実
現
す
る
「
地

方
創
生
」
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

私
は
、
「
明
る
く
豊
か
で
健
や
か
な
防
府
」
の
実
現
に
向
け
、
「
地
方
創
生
」
も
追
い
風
と
し
、
第

五
次
防
府
市
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
、
次
期
総
合
計
画
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

市
議
会
議
員
の
皆
様
の
一
層
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま

す
。 


